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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 本 研 究 の 目 的は 、 我が 国 の 運 動 部 に見 ら れる 指 導 者 や 上 級生 に よる 体 罰 や し ご き、 ま たそ れ

ら を 支 え る 封 建的 な 上下 関 係 な ど に 象徴 さ れる 暴 力 的 体 質 の起 源 が、 軍 隊 の 行 動 様式 の 模倣 に  

あ る と す る ミ リタ リ ズム 起 源 説 の 真 偽に つ いて 明 ら か に す るこ と であ っ た 。  

 具 体 的 な 検 討の 対 象と し て 、 我 が 国の 運 動部 活 動 の モ デ ルと な った 旧 制 高 等 学 校に 焦 点を 絞

り 、 ミ リ タ リ ズム 起 源説 が 言 う 、 第 2 次 世 界大 戦 後 に 軍 隊 経験 者 がそ の 経 験 を 運 動部 に 持ち 込

ん だ と す る 敗 戦直 後 の時 期 の 状 況 把 握を 中 心に 考 察 を 行 っ た。  

 考 察 に 必 要 な主 た る資 料 は 、23 人 の 旧 制 高校 卒 業 生 に 対 する イ ンタ ビ ュ ー 調 査 と各 校 の同 窓

会 誌 や 運 動 部 部史 等 の文 献 資 料 か ら 得る と とも に 、 大 倉 精 神文 化 研究 所 が 所 蔵 す る旧 制 高校 卒

業 生 に 対 し て 行わ れ た質 問 紙 調 査 結 果 の 2 次分 析 か ら 得 た もの で ある 。 考 察 の 結 果、 以 下の よ

う な 知 見 が 導 かれ た 。  

1） 従 来 か ら 俗 説と し てあ る ミ リ タ リ ズム 起 源説 は 、 戦 前 ・ 戦中 の 1930 年 代 後 半 に 学 校 運 動部

は 軍 隊 的 な 行 動様 式 をと る 集 団 に 変 容し た とす る 見 方 （ 城 丸章 夫 など ） と 、 戦 後 に復 員 した

軍 隊 経 験 者 が 運動 部 にそ の 経 験 を 持 ち込 ん だと す る 見 方 （ 川本 信 正な ど ） の 二 つ の主 張 があ

る が 、 ど ち ら も実 証 的に 確 か め ら れ たも の では な い 。  

2）今 回 の イン タ ビ ュ ー調 査 の 結 果 で は、旧 制高校 の 運 動 部 に おい て 、城丸 が 言 う よ う な変 容 は

1930 年 代 後 半 に 起 こ って い な か っ た 。「報 国 団」 の 結 成 に よ って 部 の名 称 が 変 更 さ れた り 、

適 性 ス ポ ー ツ とさ れ た野 球 部 が 解 散 させ ら れた 等 々 の 変 化 は確 認 され た も の の 、 この 時 期に

軍 隊 的 な 行 動 様式 が 運動 部 の 中 に 浸 透し て いっ た と い う こ とは な かっ た 。  

3）敗 戦 後 の旧 制 高 校 には 、消 滅 した 軍 関 係 学校か ら の 入 学 者・編 入 者が混 在 す る こ と にな っ た

が 、 今 回 の 調 査に お いて は そ れ ら 軍 隊関 係 者は い ず れ も 運 動部 に は所 属 し て い な いし 、 彼ら

が 軍 隊 経 験 に 基づ く よう な 特 段 に 変 わっ た 行動 を と る こ と もな か った こ と が 確 認 でき た 。  

4） 15 人 の 旧 制 高 校 運動部 経 験 者 に 共 通し て 語ら れ た こ と は 、練 習 は「 血 へ ど を 吐 くよ う な」

猛 練 習 で あ っ たが 、 そこ に し ご き や 体罰 の よう な 暴 力 的 行 為は 一 切な か っ た と い うこ と であ

る 。 こ の こ と は、 各 校の 部 史 な ど に おい て も確 認 で き る 。  

5） 注 目 さ れ た のは 、「上 下 関 係 は 一 切な か った 」 と 語 ら れ た一 高 野球 部 を は じ め 、し ば しば 運

動 部 の 暴 力 的 行為 を 支え て し ま う 封 建的 な 上下 関 係 が 見 ら れな か った と い う こ と であ る 。し

た が っ て 、 下 級生 が 上級 生 の 雑 用 を させ ら れる と い っ た 風 習も 、 旧制 高 校 運 動 部 の中 に はな

か っ た 。  

6） 補 足 的 に 行 った 私 立大 学 運 動 部 に 関す る 文献 調 査 で は 、 1930 年 代後 半 に 鉄 拳 制 裁が 横 行し

つ つ あ っ た 状 況が 確 認で き る と と も に、 敗 戦直 後 に は 、 軍 隊経 験 者が そ れ を 運 動 部合 宿 所の

中 に 持 ち 込 ん でい た 事実 も 確 認 さ れ た。 ま た、 師 範 学 校 経 験者 に よる と 、 戦 前 の 師範 学 校に

は か な り 暴 力 的体 質 があ っ た が 、 敗 戦後 に はそ れ は 相 当 に 是正 さ れた と い う こ と であ っ た。  

7）我 が 国 の 運動 部 に 見ら れ る 暴 力 的 体質 の ルー ツ は 、歴 史 上の あ る 一点 に 求 め ら れ るよ う な単

純 な も の で は ない と 考え ら れ た 。 し たが っ て今 後 は 、 戦 前 にお い て複 数 存 在 し た 異な る 教育

機 関 そ れ ぞ れ の特 徴 とそ こ で の 運 動 部活 動 の状 況 を 個 々 に フォ ロ ーし な が ら 、 暴 力的 体 質と

親 和 性 の あ る 集団 と ない 集 団 を 見 極 めて い くこ と が 必 要 で ある 。  

  

 

 以 上 の よ う な成 果 をも と に 、 運 動 部に 見 られ る か か る 問 題の 解 決に 向 け て 、 さ らに 考 察を 深

め て い き た い 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  
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